
令和５年度　当初予算（案）のポイント

予　　算　　規　　模　　等

当 初 予 算 の 主 な 事 業

1.国の補正予算対応分
（１）新型コロナウイルス感染症対策関連

〇学校教育活動継続支援事業  ※再掲

（２）感染症対策関連以外

〇小中学校施設整備保全事業

〇港湾等施設整備事業（県工事負担金）

〇公園管理費（県工事負担金）

2.その他
〇指定管理業務委託料

〇国民健康保険特別会計繰出金

2,256億円

116,100

40,193

157,027

197,500

1,227,000

85,000

令和４年度3月補正予算（案）

3月補正額 23億8,800万円 3月補正後

《内訳（主な事業）》

（単位：千円）

増減率(％)

（A/B）

一 般 会 計 2,004 億 3,700 万円 2,032 億 6,000 万円 △ 1.4    

特 別 会 計 1,021 億 8,300 万円 1,003 億 300 万円 1.9    

水 道 事 業 会 計 159 億 1,600 万円 185 億 3,600 万円 △ 14.1    

公共 下水 道 事業 会計 294 億 3,900 万円 268 億 3,300 万円 9.7    

計 3,479 億 7,500 万円 3,489 億 3,200 万円 △ 0.3    

会計区分 令和５年度当初予算（A） 令和４年度当初予算（B）令和５年度の当初予算は、4月に市長選挙が行わ

れることから、人件費及び扶助費、公債費などの

義務的経費や継続経費を中心とした骨格予算とし

て編成しており、新規事業や政策的経費は、選挙

後の補正予算（肉付予算）で計上することとなり

ます。

なお、防災力の向上をはじめ、子育てや教育環境

の改善、産業力の強化など、早期に執行を要する

経費や事業を効果的に進めるために必要と判断さ

れるものは、当初予算での計上としております。

《骨格予算》

■ 常設災害対策本部整備事業 213,000
災害情報や気象情報を複数表すﾏﾙﾁﾓﾆﾀｰ等、新ｼｽﾃﾑを備えた常設の対策本部を整備

■ 津波緊急避難施設整備事業(家島地区) 180,000
津波発生時の緊急避難が可能な施設を家島緑地内に整備

■ 消防指令業務共同運用事業【広域連携】 800
令和6年度から県下14本部による消防指令業務の共同運用を実施

   消　防　費

  うち    令和５年度     当初予算

　　　   令和４年度３月補正予算

《主な取組》
１.感染症対策関連

○ワクチン接種事業 1,255,000

○入院治療費の公費負担や電話相談等 1,020,663

○抗原検査センターの開設 560,000

〇小中学校・保育所・幼稚園等、各種施設に対する支援 237,628

２.企業や事業者等への支援
○経営安定化資金融資事業 826,850

〇新型コロナウイルス感染症対策中小企業等利子補給事業 202,122

○漁業者事業継続支援事業 35,000

１.令和５年度当初予算分
○学校給食費の物価高騰分を公費負担 168,775

○経営安定化資金融資事業　※再掲 826,850

２.令和４年度既決予算分（令和４年度からの繰越分）

○中小企業者等物価高騰対策支援事業 274,000

○プレミアム付商品券発行事業 140,000

新型コロナウイルス感染症への対応
27事業  　46億1,610万円

物 価 高 騰 へ の 対 応

25事業 44億5,000万円

2事業 1億6,610万円

■ 園芸振興総合対策事業 138,340
ﾋﾟｰﾏﾝやにら等の栽培施設整備やｽﾏｰﾄ農業技術導入等に係る経費の一部を助成

  林業・木材産業構造改革事業 302,550
地域材の需要拡大を図るため、木材加工業者が行う流通施設整備費を助成

■ 大分市産農林水産物「中食・外食」等活用促進支援事業 3,300
市産農林水産物を活用した催事開催経費等の一部を助成し、消費拡大を図る

   農林水産業費

■ 子ども医療費助成事業 1,625,421
引き続き中学生までの子ども医療費を助成(Ｒ4.10月から制度拡充)

■ 地域医療情報ネットワーク整備事業 153,346
ICTを活用した医療情報ﾈｯﾄﾜｰｸを整備し、質の高い医療・福祉の提供をめざす

■ 新環境センター整備事業 300,473
令和9年の稼働開始に向け、施設の設計・建設工事に着手

   衛　生　費

■ 西部海岸地区憩い・交流拠点施設整備事業 1,363,260
「たのうらら」の令和6年度供用開始に向け、建設工事を実施

■ 企業立地推進事業 565,299
設備投資や新規雇用に係る経費等の一部助成や官民連携による産業用地の整備

■ おおいた物産・食・観光魅力発信事業【広域連携】 22,044
「豊後料理」の開発や物産・観光等の情報発信により販路拡大や誘客をめざす

   商　工　費

増）

●基金の活用

●プライマリーバランス 26億円の黒字

●普通建設事業費 253億円

（対前年度比　24億 600万円減　8.7％減）

 　30億円

（2億1,800万円

●新規事業 18事業

28事業

4億8,300万円

40億3,400万円●拡充事業

632億円●社会保障関係費（扶助費）

（対前年度比　14億2,400万円増　2.3％増）

■ 末広町一丁目地区市街地再開発事業 606,530
土地の合理的かつ健全な高度利用により、中心市街地の活性化を図る

■ 岡原周辺にぎわい創出促進事業 47,364
地域の魅力創出に向け、交流施設を整備

■ 水害時避難支援事業 25,690
水害監視カメラ、水位標示板を増設し、台風等による内水被害からの避難を支援

■ ふれあい交通運行事業【拡充】 41,573
公共交通不便地域における乗合タクシーの運行ルートを増設

   土　木　費

■ 大在東小学校施設整備事業 3,231,690
令和6年4月の開校に向けて校舎等の工事(2年目)を実施

■ 海星館施設整備事業 52,600
令和5年7月のリニューアルオープンに向けた整備を実施

■ 特別支援等教育活動サポート事業【拡充】 308,141
特別支援補助教員6名増（140名）

■ 不登校児童生徒支援事業【拡充】 32,816
スクールライフサポーター3名増（12名）

   教　育　費

■ 荷揚町小学校跡地複合公共施設整備事業 4,896,341
令和6年度供用開始に向け、建設工事（2年目）を実施

■ 大南地区スポーツ施設整備事業 1,379,144
令和7年度供用開始に向け、造成及び施設整備工事を実施

■ 大分市営陸上競技場改修事業 198,853
老朽化した走路(トラック)の全面的な改修等による施設の長寿命化

■ マイナンバーカード交付事業【拡充】 339,286
出張申請サポートの回数増及び申請サポート用車両の導入

   総　務　費

■ すくすく大分っ子応援事業 181,293
引き続き子育て世帯に対し、出生児一人につき5万円を給付(R4.4月から実施中)

■ 扶助費（主なもの）
私立保育所等給付費、介護・訓練等給付費事業、障がい児通所支援事業

  児童等送迎用バス安全対策事業 77,250
保育所や障がい児通所支援事業所等が行う送迎用バスの安全装置設置への助成

■ 子育て世帯訪問支援事業【拡充】 23,399
支援が必要な児童等の増加に対応する経費を確保し、見守り体制を強化

30,867,400

   民　生　費

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）


